
 
     

 

 

御
旅
社
七
夕
祭
の
ご
案
内 

来
月
の
七
月
六
日
～
七
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、

茶
屋
町
の
御
旅
社
に
て
、
七
夕
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。

七
夕
は
日
本
古
来
の
天

あ
め
の

棚た
な

機ば
た

比ひ

売め

の
伝
説
と
、
大
陸

の
牽
牛
織
女
（
彦
星
と
織
姫
）
の
伝
説
、
ま
た
技
芸

上
達
を
祈
る
乞
巧
奠
の
儀
礼
が
相
ま
っ
て
形
作
ら

れ
た
行
事
で
、
技
芸
の
上
達
、
恋
愛
成
就
を
願
う
日

と
さ
れ
、
笹
に
願
い
事
を
記
し
た
短
冊
を
結
び
星
に

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

当
宮
の
七
夕
祭
は
、
京
都
の
北
野
天
満
宮
で
七
月

七
日
に
行
わ
れ
る
「
御み

手た

洗ら
し

祭さ
い

」
に
倣
い
、
氏
子
崇

敬
者
を
は
じ
め
参
拝
者
み
な
さ
ま
の
学
問
書
道
の

上
達
、
心
身
の
清
浄
、
諸
願
成
就
を
祈
願
致
し
ま
す
。

当
日
は
、
夕
方
の
午
後
四
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
、

短
冊
奉
納
（
各
色
一
枚
百
円
）
な
ど
の
行
事
を
執
り

行
な
い
ま
す
。
夏
の
夜
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
願
い
事

を
胸
に
、
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。 

 

名
称 

七
夕
祭(

た
な
ば
た
さ
い) 

日
時 

令
和
元
年 

七
月
六
日(

土)

～
七
日(

日) 

 
 

 
 

 
 

午
後
四
時
～
午
後
十
時
ま
で 

場
所 

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
十
二
番
五
号 

 
 

 
 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
社 

境
内 

 

お
問
い
合
わ
せ 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
社
ま
で 

 

※
本
年
は
土
日
の
為
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
参
拝 

の
折
に
は
足
元
な
ど
ご
注
意
下
さ
い
。 

 

 

歯
神
祭
の
ご
案
内 

名
称 

歯
神
社
例
祭
（
別
名 

歯
ブ
ラ
シ
感
謝
祭
） 

日
時 

令
和
元
年
六
月
四
日(

火) 

午
前
十
一
時 

場
所 

大
阪
市
北
区
角
田
町
二
番
八
号 

歯
神
社 

 

（
ね
ぎ
焼
き
や
ま
も
と
梅
田
エ
ス
ト
店 

裏
側
） 

備
考 

歯
ブ
ラ
シ
授
与
は
先
着
百
名
迄(

整
理
券
式) 

お
問
い
合
わ
せ 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
社
ま
で 

 

※
神
事
前
日
か
ら
当
日
は
準
備
等
々
に
多
忙
の
為
、
電
話
等
の 

ご
対
応
は
お
受
付
出
来
ま
せ
ん
。
予
め
ご
容
赦
下
さ
い
。 

 

嵯
峨
天
皇
さ
ま
と
大
祓
の
人
形 

六
月
三
十
日
は
、
お
正
月
か
ら
半
年
の
う
ち
に
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
積
み
重
な
っ
た
ケ
ガ
レ
を
祓
う

大
祓
と
い
う
神
事
が
行
わ
れ
る
日
で
す
。
こ
の
時
、
大

祓
詞
と
い
う
祝
詞
の
よ
う
な
も
の
を
奏
上
す
る
他
、
大

き
な
神
社
で
は
人
形

ひ
と
が
た

流
し
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

人
形
と
は
、
人
の
形
に
切
り
抜
か
れ
た
紙
で
そ
れ
で
身

体
を
ぬ
ぐ
っ
て
、
ケ
ガ
レ
を
移
す
と
い
う
も
の
で
す
。

古
代
で
は
移
し
た
あ
と
は
川
に
流
さ
れ
ま
し
た
。(

こ
れ
が

流
し
雛
な
ど
雛
人
形
の
原
点
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す)  

そ
の
人
形
で
す
が
、
古
く
は
金
属
製
で
、
御
贖(

み
あ

が
も
の)

と
い
い
、
『
年
中
行
事
秘
抄
』
な
ど
に
よ
れ

ば
、
こ
の
御
贖
を
初
め
て
用
い
た
の
が
、
当
宮
御
祭
神

の
嵯
峨
天
皇
さ
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。 

弘
仁
五
年
六
月
七
日
に
嵯
峨
天
皇
さ
ま
が
調
子
を
崩

さ
れ
、
そ
の
時
の
お
祓
い
で
用
い
ら
れ
た
事
が
き
っ
か

け
で
御
贖
が
皇
室
行
事
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
大
祓
で
の

人
形
に
な
っ
た
可
能
性
を
室
町
時
代
の
『
公
事
根
源
』

で
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
続
く
人
形
の
お
祓
い

は
嵯
峨
天
皇
さ
ま
に
由
縁
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

暑
さ
厳
し
く
な
り
体
調
崩
し
や
す
い
時
期
。
ど
う
ぞ
心

身
と
も
に
ケ
ガ
レ
を
祓
っ
て
良
い
夏
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

今
月
の
暦 

                             

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
      

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
一
七
一
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

【
祭
礼
】 

       

【
節
気
】 

   

【
雑
節
】 

  

【
大
安
】 

  

【
忌
日
】 

  

【 

旬 

】 
 

歯
神
祭(

四
日)…
当
宮
末
社
の
歯
神
社
の
例
祭 

御
誕
辰
祭(

廿
五
日) 

…
菅
原
道
真
公
誕
生
日 

神
事
の
み 

夏
越
大
祓(

三
十
日) 

…
半
年
間
の
罪
穢
を
祓
う 

神
事
の
み 

  

芒
種(

六
日)…

イ
ネ
科
の
種
ま
き
の
頃 

夏
至(

廿
二
日)…

一
年
で
最
も
日
中
の
時
間
が
長
い
日 

   

入
梅(

十
一
日) 

…

梅
雨
入
り
の
頃
。
ま
た
梅
の
収
穫
期 

歯
と
口
の
健
康
週
間(

四
日
～) 

…

歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う 

  

六
月
三
日
、
九
日
、
十
五
日
、
廿
一
日
、
廿
七
日 

  

大
阪
大
空
襲
の
日(

一
日)…

二
回
目
の
空
襲
。
当
宮
罹
災
の
空
襲 

沖
縄
慰
霊
の
日(

廿
三
日)…

先
の
沖
縄
戦
終
結
の
日 

  

【
野
菜
】 

 

枝
豆
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
タ
マ
ネ
ギ 

【
果
物
】 

 

梅
、
杏
、
ス
モ
モ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
枇
杷 

【
魚
介
類
】 

 

ア
ジ
、
キ
ス
、
飛
魚
、
ホ
タ
テ
、
岩
も
ず
く 

【
そ
の
他
】 

 

杜
若
、
菖
蒲
、
紫
陽
花
な
ど
の
季
節
の
花
が
見
頃
。 


